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五戸ごみ０運動
４月１９日（土）６：３０～　雨天決行
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五戸町消防団初午
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平成19年度木村秀政賞受賞者（敬称略）

相  内　美  穂
（倉石中３年）

北  上　優  也
（五戸高３年）

工  藤　舞  子
（五戸高３年）

小  泉　壮  央
（五戸中３年）

山　田　　栞
（五戸中３年）

原　　昂　平
（川内中３年）

明
日
へ
翔
べ
!!

明
日
へ
翔
べ
!!

小
泉
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

小
泉
君
ら
６
人
に
木
村
秀
政
賞

とと

町
図
書
館
特
別
展
示

　
五
戸
南
小
か
ら
の
発
信

　
　
〜
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
習
と
エ
コ
活
動

児童が付けた環境家計簿。使用量にCO2

排出係数を掛けてCO2排出量を算出する

各学年で取り組んだエコ活動を発表

環
境
家
計
簿
で
温
暖
化
防
止

環
境
家
計
簿
で
温
暖
化
防
止

　
町
立
南
小
学
校
（
工
藤
隆
継
校

長
、
児
童
53
人
）
で
３
月
４
日
「
地

域
子
ど
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
校
で
は
２
年
前
か
ら
、
地
球

温
暖
化
防
止
な
ど
環
境
学
習
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

年
度
、
環
境
省
な
ど
が
主
体
と
な

っ
て
行
わ
れ
た
「
ス
ト
ッ
プ
温
暖

化
『
一
村
一
品
』
大
作
戦
」
で
は
、

県
予
選
に
当
た
る
「
青
い
森
の
チ

ー
ム
Ｅ
Ｃ
Ｏ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
最

高
位
の
金
賞
を
受
賞
。
全
国
大
会

で
、
特
別
賞
の
「
地
球
の
未
来
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
に
は
児
童
の
ほ
か
保

護
者
、
婦
人
会
会
員
な
ど
地
域
住

民
も
参
加
。
は
じ
め
に
、
児
童
が

学
年
ご
と
に
取
り
組
ん
だ
内
容
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
６
年

生
は
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
な
ど
の

使
用
量
を
二
酸
化
炭
素（
Ｃ   
Ｏ2

）排

出
量
に
換
算
す
る
「
環
境
家
計
簿
」

の
実
践
例
を
発
表
。
環
境
家
計
簿

を
付
け
て
省
エ
ネ
に
取
り
組
ん
だ

各
家
庭
で
Ｃ   
Ｏ2

を
10
〜
20
％
程
度

削
減
で
き
、
光
熱
水
費
も
節
約
で

き
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
後
地
域
一
体
で
取
り

組
む
目
標
に
つ
い
て
、
参
加
者
全

員
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、

①
不
要
な
電

気
を
こ
ま
め

に
消
す
②
歩

け
る
距
離
で

は
、
な
る
べ

く
自
動
車
を

使
わ
な
い
③

水
道
を
使
う

と
き
は
、
水

を
こ
ま
め
に
と
め
る
―
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
町
図
書
館
で
は
「
こ
ど
も
の
読

書
週
間
」
に
合
わ
せ
、
南
小
児
童

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
特
別
展

示
を
行
い
ま
す
。

●
展
示
期
間

　
平
成
20
年
４
月
23
日（
水
）か
ら

　
　
　
　
　
５
月
11
日（
日
）ま
で

●
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
図
書
館
　
℡
61 

― 

１
０
４
０ 

南
小
学
校

　
地
域
ぐ
る
み
の

　
　
　
　
取
り
組
み

こい ずみ あき のぶやま だ しおりはら こう へい

あい ない み ほきた かみ ゆう やく どう まい こ

　
こ
の
ほ
ど
、
平
成
19
年
度
木
村

秀
政
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
、
五

戸
、
川
内
、
倉
石
中
学
校
お
よ
び

五
戸
高
等
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

６
人
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
五
戸
町
名
誉
町
民
の
故
木
村
秀

政
博
士（
元
日
本
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
戦
後
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ

―

11
誕
生
に
貢
献
し
、
日
本
航
空

界
に
偉
大
な
業
績
を
残
し
ま
し
た
。

当
町
の
教
育
振
興
に
も
尽
力
し
、

そ
の
人
柄
に
よ
っ
て
多
く
の
人
々

に
親
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
同
賞
は
、
木
村
博
士
の
「
夢
の

実
現
に
向
け
て
努
力
す
る
精
神
」

を
永
遠
に
生
か
そ
う
と
昭
和
62
年

に
創
立
さ
れ
、
学
業
優
秀
で
模
範

的
な
生
徒
に
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。



士
気
高
く
初
午
行
事
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五
戸
町

消
防
団

士
気
高
く
初
午
行
事

士
気
高
く
初
午
行
事

　
２
月
29
日
付
で
久
保
晴
一
副
町

長
（
56
歳
）
が
退
任
し
ま
し
た
。

　
久
保
氏
は
平
成
８
年
に
旧
倉
石

村
長
選
挙
で
初
当
選
。
以
来
２
期

８
年
に
わ
た
り
村
長
を
務
め
、
五

戸
町
と
倉
石
村
の
合
併
に
貢
献
し

ま
し
た
。

　
平
成
16
年
７
月
の
町
村
合
併
後

は
町
助
役
に
就
任
し
、
倉
石
支

所
・
倉
石
分
庁
舎
の
行
政
事
務
を

統
括
。
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴

い
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
は
副
町

長
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
20
年
６
月
30
日
ま

で
で
し
た
が
、
４
か
月
を
残
し
て

の
退
任
で
す
。
退
任
に
当
た
り
久

保
氏
は
「
私
の
役
目
は
十
分
果
た

せ
た
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
久
保
氏
の
退
任
に
伴
い
、
町
で

は
副
町
長
の
定
数
を
２
人
か
ら
１

人
へ
改
正
し
ま
し
た
。

　
五
戸
町
消
防
団
（
川
h
七
保
団

長
）
の
初
午
行
事
が
３
月
２
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
早
朝
、
中
心
街
で
行
わ
れ
た
火

災
防
御
訓
練
は
「
地
震
に
よ
り
消

火
栓
な
ど
が
使
え
な
い
状
況
で

の
町
立
公
民
館
の
火
災
」
と
い
う

想
定
。
19
台
の
ポ
ン
プ
車
が
参
加

し
、
五
戸
川
か
ら
３
つ
の
経
路
で

水
を
吸
い
上
げ
、
放
水
を
行
い
ま

し
た
。
最
も
長
い
、
八
景
橋
か
ら

の
約
１
・
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
経

路
で
は
、
ポ
ン
プ
車
９
台
を
中
継

し
て
目
標
地
点
ま
で
送
水
さ
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
後
、
三
浦
正
名
町
長
に
よ

る
観
閲
を
受
け
、
勇
壮
な
ま
と
い

振
り
や
団
員
５
４
０
人
、
消
防
車

両
30
台
に
よ
る
分
列
行
進
を
披
露

し
、
士
気
の
高
さ
を
示
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
五
戸
小
学
校
敷
地
内
で

行
わ
れ
た
式
典
で
は
、
三
浦
町
長

と
川
h
団
長
が
訓
示
。
永
年
勤
続

退
団
者
や
功
労
者
ら
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

●
一
般
火
災
協
力
者
感
謝
状

　
類
家
ふ
み
子
　
　
三
浦
　
昭
雄

　
川
村
　
栄
子
　
　
渡
辺
　
光
章

　
佐
々
木
秀
雄

●
永
年
勤
続
退
団
者
感
謝
状

・
勤
続
30
年
以
上
　

　
和
田
　
寛
治
　
　
佐
々
木
博
之

・
勤
続
25
年
以
上

　
中
川
原
一
道

・
勤
続
20
年
以
上

　
金
澤
　
幹
雄
　
　
立
花
　
良
明

　
斗
内
　
安
夫
　
　
中
里
　
隆
一

　
大
久
保
　
等
　
　
角
濱
　
　
守

●
分
団
競
技
会
表
彰

　（
最
優
秀
分
団
）

　
第
７
分
団
　
　
　
第
12
分
団

　
第
21
分
団
　
　
　
倉
石
３
分
団

●
ラ
ッ
パ
隊
功
労
者
表
彰

　
石
亀
　
竹
治
　
　
浦
崎
　
　
渉堂々の行進を披露する団員

久保晴一前副町長

久
保
副
町
長

　
　
　

  

退 

任

は
つ
う
ま

　
こ
の
ほ
ど
、
町
に
対
し
公
用
車

な
ど
を
相
次
い
で
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

▼
㈱
阿
部
繁
孝
商
店
（
阿
部
繁
之

代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
同
社

創
業
１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
移

動
図
書
館
車
１
台
と
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
12
台

　
テ
レ
ビ
は
公
共
施
設
の
待
合
室

な
ど
に
設
置
し
ま
し
た
。

▼
（財）
日
本
消
防
協
会
（
片
山
虎
之

助
会
長
）
か
ら
防
火
防
災
共
済
還

元
事
業
と
し
て
広
報
車
１
台

▼
（社）
青
森
県
エ
ル
ピ
ー
ガ
ス
協
会

八
戸
支
部
青
年
部
（
木
村
元
春
部

会
長
）
か
ら
緊
急
災
害
用
煮
炊
き

釜
１
台

　
災
害
時
の
炊
き
出
し
の
ほ
か
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
有
効
活
用
し
て

も
ら
う
た
め
、
地
域
の
催
し
な
ど

に
も
無
償
で
貸
し
出
し
ま
す
。
一

度
に
汁
物
１
３
０
食
、
米
飯
で
あ

れ
ば
２
０
０
食
の
調
理
が
可
能
。

貸
し
出
し
の
申
し
込
み
は
役
場
総

務
課
（
℡
62
―

７
９
５
０
）ま
で
。

有
効
に
活
用
し
ま
す

　
町
に
対
し
公
用
車
な
ど
寄
贈

有
効
に
活
用
し
ま
す

　
町
に
対
し
公
用
車
な
ど
寄
贈
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こ
の
ほ
ど
、
各
分
野
で
活
躍
す

る
中
村
銑
吉
さ
ん
、
大
久
保
イ
ト

さ
ん
、
對
馬
孝
将
さ
ん
の
３
人
が
、

県
知
事
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
「
農
業
経

営
士
」
「
Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
」
「
あ

お
も
り
ま
ち
育
て
人
」
の
認
定
を

受
け
ま
し
た
。

　
農
業
経
営
士
は
、
優
れ
た
農
業

経
営
を
実
践
し
、
地
域
農
業
や
農

村
生
活
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
業
者
を

県
知
事
が
認
定
す
る
制
度
。
五
戸
町

で
は
８
人
目
の
認
定
に
な
り
ま
す
。

　
中
村
さ
ん
は
主
に
ナ
ガ
イ
モ
、

ニ
ン
ニ
ク
を
生
産
す
る
専
業
農
家

で
す
。
平
成
17
年
、
仲
間
の
農
家

に
呼
び
か
け
舘
町
野
菜
生
産
組
合

を
設
立
。
国
の
補
助
事
業
に
よ
り

氷
温
冷
蔵
庫
を
建
設
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ニ
ン
ニ
ク
の
品
質
向

上
と
周
年
出
荷
体
制
を
確
立
し
た

同
組
合
は
今
年
、
県
の
「
意
欲
溢

れ
る
攻
め
の
農
林
水
産
業
賞
」
奨

励
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
は
「V

illage  Conductor  of 
W

om
an

」
の
略
で
、
地
域
の
よ
り
よ
い
「
農
林
水

産
業
と
暮
ら
し
」
を
指
揮
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
意

味
し
ま
す
。

　
水
稲
と
野
菜
の
農
業
経
営
を
一
手
に
担
う
大
久
保

さ
ん
。
し
ん
せ
い
五
戸
農
協
女
性
部
の
支
部
長
な
ど

を
務
め
、
若
手
女
性
農
業
者
の
育
成
や
仲
間
作
り
に

力
を
注
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
住
民
に
郷
土
料

理
を
伝
承
す

る
活
動
や
、

消
費
者
と
の

交
流
に
も
積

極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま

す
。

　
県
で
は
、
人

口
減
少
社
会
の

到
来
や
市
町
村

合
併
に
対
応
す

る
た
め
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
官
民
協
働
で
進
め
て
い
ま
す
。

　
對
馬
さ
ん
は
、
こ
の
一
環
と
し
て
２
年
間
８
回
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
「
ま
ち
育
て
講
座
」
を
受
講
。
都

市
計
画
の
知
識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
県
内
の
課
題

な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
や
ほ
か
の
受
講
生
と
意
見
交
換

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
県
や
町
の
都
市
計
画
へ
の
参
画
、
各
種
ま
ち
づ

く
り
普
及
啓
発
活
動
な
ど
の
場
で
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

明
日
を
担
う

地
域
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち

明
日
を
担
う

地
域
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち

明
日
を
担
う

地
域
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン

大
久
保
イ
ト
さ
ん
（
　  

）

大
森

60
歳

あ
お
も
り
ま
ち
育
て
人

對
馬
　
孝
将
さ
ん
（
　  

）

ひ
ば
り
野

29
歳

農
業
経
営
士

中
村
　
銑
吉
さ
ん
（
　  

）

舘
町

48
歳

ヴ
ィ
ッ
ク

び
と

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

コ
ン
ダ
ク
タ
ー

ウ
ー
マ
ン

お

お

く

ぼ

つ

し

ま

た
か
ま
さ

オ
ブ

な
か
む
ら

せ
ん
き
ち

議会ニュース
　
先
の
選
挙
で
選
ば
れ
た
新
し
い
町
議
会
議
員
に
よ
る
第
１

回
臨
時
会
が
３
月
３
日
、
１
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
議
長
・
副
議
長
・
各
委
員
会
の
委
員
な
ど

が
次
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
議
　
長
　
中
里
公
志
郎

●
副
議
長
　
三
浦
專
治
郎

●
総
務
常
任
委
員
会
（
定
数
８
人
）

▽
委
員
長
＝
古
田
陸
夫
▽
副
委
員
長
＝
若
宮
佳
一
▽
委
員

＝
a
山
浩
司
、
和
田
寛
司
、
松
山
泰
治
、
川
村
浩
昭
、
柏

田
雅
俊
、
三
浦
俊
哉

●
経
済
常
任
委
員
会
（
定
数
７
人
）

▽
委
員
長
＝
沢
田
良
一
▽
副
委
員
長
＝
類
家
健
▽
委
員
＝

中
里
公
志
郎
、
根
森
　
雄
、
鈴
木
繁
盛
、
大
沢
義
之
、
松

坂
俊
司

●
民
生
常
任
委
員
会
（
定
数
７
人
）

▽
委
員
長
＝
尾
形
裕
之
▽
副
委
員
長
＝
中
川
原
賢
治
▽
委

員
＝
三
浦
專
治
郎
、
赤
坂
悦
子
、
大
沢
博
、
赤
坂
周
一
、

鳥
谷
部
富
子

●
議
会
運
営
委
員
会
（
定
数
７
人
）

▽
委
員
長
＝
鳥
谷
部
富
子
▽
副
委
員
長
＝
赤
坂
周
一
▽
委

員
＝
尾
形
裕
之
、
松
山
泰
治
、
古
田
陸
夫
、
沢
田
良
一
、

松
坂
俊
司

●
議
員
選
出
監
査
委
員
　
三
浦
俊
哉

●
八
戸
地
域
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
議
員

　
大
沢
博

●
十
和
田
地
区
環
境
整
備
事
務
組
合
議
会
議
員

　
松
坂
俊
司

●
田
子
高
原
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員
（
定
数
２
人
）

　
川
村
浩
昭
、
赤
坂
周
一

●
十
和
田
地
域
広
域
事
務
組
合
議
会
議
員

　
柏
田
雅
俊
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● 国保に加入していた人

● 職場の健康保険などに加入していた人（被保険者本人）

● 職場の健康保険などの被扶養者だった人

（　  ）

　高齢化の進展に伴う高齢者の医療費の増大が見込まれる中、高齢者の医療費を安定的に確保するために、
現役世代と高齢者、公費が費用を公平に負担する、新しい医療制度「後期高齢者医療制度」が創設され
ました。これまで国保や健保組合、共済組合などに加入しながら老人保健で医療を受けていた75歳以上の
人（一定の障がいがある65歳以上の人）は、加入していた国保や健保組合、共済組合などから後期高齢者
医療制度に移り、後期高齢者医療制度の保険料を納めていただくことになります。
　新しい制度が円滑に実施できるよう、保険料の納付に皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　平成20年度は、職場の健康保険など被用者保険の被扶養者への保険料の特例措置があり、後期高齢者
医療制度に加入する直前に加入していた医療保険や加入の種別により、保険料を納める時期や額が違って
きます。

　これまで自分で保険料を納めていない職場の健康保険などの被扶養者だった人も、後期高齢者医療制度
では被保険者となり、保険料を納めることになりますが、保険料の軽減措置があります。

問い合わせ先　　役場住民課　国保班　　‡６２－２１１１　（内線１１５～１１７）

　国民健康保険の被保険者だった人は、平成
20年４月から、保険料が原則として年金から
徴収されます。
　年金から徴収されない人は、納付書などに
より、お住まいの市町村に個別に納めますが、
原則として、平成20年４月からの徴収は行わ
れず、前年の所得額が確定する平成20年７月
からの徴収となります。

　職場の健康保険など被用者保険の被保険者
だった人は、原則として、前年の所得額が確
定する平成20年７月からの徴収となり、納付
書などにより、お住まいの市町村に個別に納
めます。
 平成20年10月からは、原則として、年金か
らの徴収が開始されます。

①被保険者になった月から２年間は、均等割
が５割に軽減されます（２年間は所得割が
課せられません）。

②平成20年４月から９月までは保険料の全額
が免除され、平成20年10月から平成21年
３月までは均等割額が９割軽減される措置
がとられます。

平成20年４月 ７月 １０月 平成21年４月

平成20年４月

均等割

免　除

免　除

免　除

９割軽減
（１割負担）

５割軽減
（５割負担）

免　除所得割

７月 １０月 平成21年４月

平成20年４月 平成21年４月

後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度後 期 高 齢 者 医 療 制 度

保険料の徴収はいつから？保険料の徴収はいつから？保険料の徴収はいつから？

年金から徴収 年金から徴収

個別納付 個別納付

年金受給額等により
徴収方法の切り換え

年金から徴収

個別納付 個別納付

年金受給額等により
徴収方法の切り換え

１０月

保険料は
全額免除

所得割は免除
均等割は9割軽減

所得割は免除
均等割は5割軽減

１０月

年金から徴収
されない人

シリーズ 第１回
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協議会の様子

高齢者が地域で安心して暮らすために

問い合わせ先　五戸町地域包括支援センター（役場介護保険課内）‡６２－２１１１ 内線２６５

地域ハツラツ地域ハツラツ地域ハツラツ 高齢者が地域で安心して暮らすために高齢者が地域で安心して暮らすために12

●
皆
さ
ん
の
作
品
を｢

文
芸
ご
の
へ｣

に
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

川
柳
・
短
歌
な
ど
の
区
別
を
明
記
し
、
総
務
課
広
報
係
へ
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
川
柳
〉

お
そ
ろ
し
や
先
ず
は
産
地
を
た
し
か
め
て

ふ
る
さ
と
は
エ
ン
ジ
ン
響
か
せ
土
匂
う

春
を
呼
ぶ
畑
の
雪
に
土
を
撒
く

仕
事
の
手
止
め
て
仕
事
に
口
を
出
し

想
像
力
た
く
ま
し
く
し
て
う
わ
さ
風

た
ぐ
り
し
の
空
を
見
つ
め
し
さ
え
ず
り
か

秋
の
夢
こ
の
剪
定
で
叶
え
る
ぞ

春
雀
親
子
か
い
し
ょ
餌
探
す

〈
短
歌
〉

忘
れ
い
ぬ
母
に
言
わ
れ
し
あ
の
言
葉

苦
労
の
か
げ
に
幸
せ
有
り
し

小
二
の
孫
あ
そ
び
に
き
た
と
顔
出
し
て

年
よ
り
二
人
に
元
気
を
く
れ
る

八
十
路
す
ぎ
足
鍛
え
よ
と
や
ぶ
を
こ
ぎ

へ
と
へ
と
疲
れ
ご
ろ
り
寝
こ
ろ
び

「
若
い
っ
て
何
が
な
く
て
も
素
晴
し
い
」

二
十
歳
に
聞
き
し
分
か
る
年
齢
に
な
り

に
ん
に
く
は
根
雪
の
下
に
ふ
く
ふ
く
と

命
蓄
え
地
吹
雪
知
ら
ず

春
祈
祷
権
現
様
が
頭　

み

家
内
安
全
無
病
息
災

　

藤
村
　
ナ
ヲ
　（
鍜
冶
屋
窪
）　

沢
田
　
良
子
　（
上
市
川
）　

北
野
　
小
雪
　（
浅
　
水
）　

善
　
太
　
郎
　（
五
戸
町
）　

久
保
田
玲
子
　（
菖
蒲
川
）　

小
林
　
静
枝
　（
　
　
　
）　

本
田
　
昭
雄
　（
舘
　
町
）　

鳥
谷
部
せ
ぬ
　（
ひ
ば
り
野
）　

佐
々
木
は
る
の
　（
　
　
　
）　

a
嶋
　
春
松
　（
野
　
月
）　

瀬
川
　
き
ゑ
　（
下
大
町
）　

橘
　
ミ
ネ
子
　（
北
市
川
）　

若
松
　
忠
雄
　（
下
モ
沢
向
）　

田
代
十
志
男
　（
上
市
川
）　

上
市
川

中
　
区

市
川
道

十
文
字

は　

た　

ち

と　

し

　高齢者の権利を守り、高齢者を養護している方を支援するための法律（高齢者虐待防止法）が平成１８年４月
１日から施行されています。町では今年１月３１日に「五戸町高齢者虐待防止対策連絡協議会」を設置し、虐待
に対しての相談や対応を行っています。

虐待の原因は、例えば

があり、個人や家族の問題・社会環境などが複雑に絡み合ってい

ます。それだけに、虐待支援には専門的な知識と長期的なかかわ

り、多くの関係機関の連携協力が必要となります。

　高齢者虐待防止対策連絡協議会は、保健・医療・福祉関係者のほかに、民生委員などの地域組織、警察や

法律関係者などで構成されています。ここでは虐待問題についての対応の協議や各機関の役割分担、虐待

防止のための体制づくりの検討などを行っています。

　虐待を受けている方、自分がしている事が虐待ではないかと悩んでいる方、隣近所に気になる方がいる

場合は、地域包括支援センターに相談しましょう。もちろん、相談された方のことや、その内容についての

秘密は守られます。一人で悩まず、まず相談をしましょう。

●本人……認知症による言動の混乱、人格や性格、疾病や
　　　　　障がいなど

●家族……失業や借金、介護疲れ・ストレス、周囲の介護
　　　　　に対する無関心、これまでの本人との関係など

高齢者虐待防止対策連絡協議会とは？高齢者虐待防止対策連絡協議会とは？

地域包括支援センターが相談の窓口です！地域包括支援センターが相談の窓口です！

せ
ん 

て
い

ま

す
ず
め

え
さ

き

と

う

か
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●
五
戸
総
合
病
院
医
師
一
覧
表
（
４
月
）

●２月の診療科別患者数

※　入院＝毎日24時現在の在院患者延数＋毎日の退院者数　（　）＝昨年度同期

外　科内　科 産婦人科 眼　科 小児科 耳鼻科 整形外科 脳外科

外　来

入　院

外　来

入　院

13,993
（13,990）
13,064

（12,920）
45,836

（47,312）
28,723

（30,161）

12,435
（12,550）
12,198

（12,471）

13,225
（12,873）

15,958
（16,906）

17,487
（17,455）

13,202
（14,420）

11,863
（11,809）
12, 20
（12, 36）

12,341
（12,254）

10,057
（10,827）
12,161
（12,401）

12,440
（12,354）
12,375

（12,074）
14,485

（14,277）
12,818

（12,554）

12,715
（12,543）
12,360

（12,050）
16,844

（16,408）
12,350

（12,070）

11,888
（11,873）
11,836

（12,535）
20,797

（21,228）
17,332

（15,160）

11,748
（12,747）
12,569

（12,469）
18,116

（18,078）
15,105

（14,500）

皮膚科
12,216

（12,148）
12,350

（12,070）
12,473

（12,087）
12,350

（12,070）

119,913
（119,661）
115,083

（114,729）
112,053

（114,578）
148,566

（148,069）

計

患者数

４月か
らの延
患者数

　　　　診療科
区分

11615
（11647）

地
域
総
合
医
療
の
拠
点
に

五
戸
総
合
病
院

131

外
　
　
　
科

（
糖
尿
病
）

（
循
環
器
）

内
　
　
　
科

産
婦
人
科

整
形
外
科

小
　
児
　
科

脳
神
経
外
科

眼
　
　
　
科

皮
　
膚
　
科

耳
　
　
鼻
　

い
ん
こ
う
科

副
医
長

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

医
療
局
長

科
　
長

非
常
勤

副
院
長

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

科
　
長

非
常
勤

非
常
勤

非
常
勤

職
　
名

副
院
長

新
井
田
修
久

医
師
名

田
口
　
　
順

濱
舘
　
貴
徳

非
常
勤

澤
田
　
直
也

東
山
　
明
弘

三
浦
　
昌
人

大
根
田
　
昭

田
邊
　
　
淳

院
　
長

蝦
名
　
宣
男

八
巻
　
孝
之

佐
瀬
　
友
彦

笹
野
　
拓
也

（
弘
前
大
学
）

三
上
　
靖
隆

（
弘
前
大
学
）

深
瀬
　
栄
一

藤
原
　
貴
光

袴
田
真
理
子

佐
々
木
　
亮

（
東
北
大
学
）

　水
曜
日

　月
曜
日

　金
曜
日

　第
１
・
３
火
曜
日

　第
２
・
４
金
曜
日

　金
・
土
曜
日

　（
医
療
技
術
局
長
）

　木
〜
金
曜
日

　火
・
木
曜
日

　土
曜
日

　月
・
木
曜
日

備
　
　
　
考

井
戸
川
敏
彦

診
　
療
　
科

・
医
学
博
士

・
静
岡
県
出
身

・
昭
和
34
年
11
月
10
日
生（
48
歳
）

・
昭
和
53
年
３
月
静
岡
県
立
沼
津

東
高
校
卒
業

・
昭
和
59
年
３
月
東
北
大
学
医
学

部
卒
業

・
昭
和
59
年
６
月
医
師
免
許
取
得

・
十
和
田
市
立
中
央
病
院
、
東
北

大
学
医
学
部
附
属
病
院
、
石
岡

市
医
師
会
病
院
な
ど
で
診
療
に

従
事

　
４
月
か
ら
外
科
に
田
邊
淳
先
生
、
内
科
に
濱
舘
貴
徳
先
生
を
迎
え
ま

す
。
五
戸
総
合
病
院
の
外
科
医
師
は
昨
年
５
月
に
１
人
減
少
し
、
そ
の
ま

ま
の
状
態
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
田
邊
先
生
を
加
え
４
人

の
診
療
体
制
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
診
療
に
あ
た
っ
て
こ
ら
れ

た
對
馬
清
人
先
生
（
内
科
副
医
長
）
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
後
任

と
し
て
濱
舘
先
生
が
４
月
１
日
付
で
着
任
さ
れ
ま
す
。

・
五
所
川
原
市
出
身

・
昭
和
50
年
４
月
12
日
生（
32
歳
）

・
平
成
６
年
３
月
青
森
県
立
五
所

川
原
高
校
卒
業

・
平
成
13
年
３
月
弘
前
大
学
医
学

部
卒
業

・
平
成
14
年
４
月
医
師
免
許
取
得

・
青
森
県
立
中
央
病
院
、
三
戸
中

央
病
院
、
弘
前
大
学
医
学
部
附

属
病
院
な
ど
で
診
療
に
従
事

・
平
成
19
年
７
月
か
ら
非
常
勤
で

当
院
勤
務

新
し
い
医
師
を
迎
え
ま
す

医療局長

田　邊　　　淳

内科副医長

濱　舘　貴　徳

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
の
診
療
日
が
変
わ
り
ま
す

３
月
31
日
か
ら
は
火
・
木
・
土
（
第
１
・
３
・
５
）
曜
日
に

な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

はま だて たか のり

た あつしなべ
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工
事
着
工
前
に

へ
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

上
下
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
北
組

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈲
サ
ン
コ
ー
設
備
工
業

㈱
東
北
産
業

3
鳥
金
商
店

㈱
新
井
山
建
設

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

― 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

― 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

― 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

― 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

― 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

― 

５
０
７
６

62 

― 

２
５
４
３

62 

― 

２
０
６
６

67 

― 

２
２
２
２

68 

― 

２
２
８
９

68 

― 

３
１
１
１

62 

― 

２
２
４
０

61 

― 

１
１
０
０

62 

― 

２
１
７
１

68 

― 

３
０
０
０

62 

― 

３
０
７
１

61 

― 

０
２
８
２

62 

― 

４
４
９
８

62 

― 

５
１
０
１

68 

― 

２
３
３
４

68 

― 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞
　
八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈲
信
和
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈲
平
商
会
　
八
戸
支
店

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

青
水
工
業
㈱

石
亀
燃
料
㈱

㈲
漆
戸
工
務
店

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

中
水
設
備
工
業
㈲

㈲
豊
水
興
業

東
復
建
設
㈱

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

山
樹
産
業
㈱

㈲
吉
田
設
備

22 

― 

５
１
６
７

45 

― 

８
８
８
９

43 

― 

５
１
５
５

44 

― 

６
０
６
５

31 

― 

２
８
８
０

82 

― 

２
１
０
６

41 

― 

２
３
８
２

71 

― 

８
６
６
８

96 

― 

４
８
８
１

０
１
７ 

― 

７
４
１ 

― 

６
１
２
１

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

２
２
１
８

三
興
電
気
工
業
㈱

０
１
７
５ 

― 

64 

― 

６
８
３
１

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

― 

52 

― 

２
３
７
５

78 

― 

３
１
３
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

― 

22 

― 

６
２
０
４

28 

― 

８
０
４
０

43 

― 

３
０
２
４

96 

― 

５
４
１
４

44 

― 

６
９
５
４

43 

― 

２
３
５
３

匠
住
設

73 

― 

８
５
３
５

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

― 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

― 

56 

― 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

７
１
６
４

０
１
７
６ 

― 

53 

― 

５
９
５
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
０
４
２

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

０
０
０
２

０
１
７
６ 

― 

57 

― 

４
３
５
５

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

４
７
５
２

76 

― 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

５
３
９
８

75 

― 

１
０
２
４

78 

― 

３
３
１
１

０
１
７ 

― 

７
７
７ 

― 

９
３
３
３

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

２
５
１
６

52 

― 

２
６
８
８

43 

― 

４
７
２
６

27 

― 

４
２
５
５

72 

― 

１
５
０
０

28 

― 

９
２
７
５

73 

― 

１
７
５
０

35 

― 

４
８
３
０

71 

― 

２
５
０
０

27 

― 

６
３
３
３

23 

― 

５
０
２
３

46 

― 

０
１
５
０

46 

― 

１
６
２
６

43 

― 

１
８
２
９

22 

― 

９
９
４
４

30 

― 

１
０
９
２

役場上下水道課

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
19
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
地
区

・
字
愛
宕
下
夕
、
字
古
街
道
長

　
根
、
字
愛
宕
後
、
字
観
音
堂

　
（
図
１
参
照
）

・
字
沢
、
字
下
大
町

　
　
　
　
　
　
　
（
図
２
参
照
）

・
字
下
中
崎
、
字
中
道
、
字
二
階

平
下
タ
、
字
鍜
冶
屋
窪
上
ミ
、

字
中
道
十
文
字
、
字
新
田
窪
、

字
竹
原
（
図
３
参
照
）

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 
受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な

く
、
土
地
の
面

積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗

じ
て
算
出
し
ま

す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し

て
一
度
限
り
で

す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に

１
年
を
２
期
に

分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま

す
。

　
供
用
開
始
区

域
内
の
家
庭
・

事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴

室
、
洗
濯
な
ど

の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ

流
す
た
め
の
排

水
設
備
を
１
年
以
内
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ

ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指
定
し
た
「
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
９
ペ
ー
ジ
の
指

定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場上下水道課　‡６２－２１１１　内線４５２～４５５

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

下
水
道
へ
の

接
続

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表

町立公民館

五百窪二階平

竹　原

新田窪

横　丁

天　満

下大町

二階平下夕

中道十文字

図１愛宕後
新　町

愛　宕

古街道長根

図２

図３
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工
事
着
工
前
に

へ
必
ず
届
け
出
が
必
要
で
す

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知※

設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⑥
銀
行
口
座
振
込

③
実
績
報
告
書
の
提
出

④
補
助
金
確
定
通
知

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

建
築
確
認
申
請
を
伴
う
場
合
は
役
場
建
設
課
、

そ
の
ほ
か
の
場
合
は
青
森
県
環
境
保
健
セ
ン

タ
ー
八
戸
環
境
管
理
事
務
所
　

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

浄
化
槽
設
置
の
届
出

補

助

金

申

請

工

事

の

着

工

工

事

の

完

了

補

助

金

請

求

補

助

金

交

付

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の
整
備
済
み
区
域

を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

　
一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

　
浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限
と
し
ま
す
。

●
申
請
の
受
付
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
〜
平
成
21
年
１
月
31
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽

工
事
業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
方
は
、
早
め
に
役
場

上
下
水
道
課
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

凡
　
例

下水道供用
開始区域・
受益者負担
金賦課区域

五
戸
町

㈲
カ
ネ
タ
ケ

㈱
川
村
土
木

㈲
北
組

㈲
小
泉
商
会

佐
々
木
建
設
㈲

㈱
沢
田
建
設

㈲
サ
ン
コ
ー
設
備
工
業

㈱
東
北
産
業

3
鳥
金
商
店

㈱
新
井
山
建
設

㈲
日
興
防
水

㈲
野
村
組

村
越
住
設

㈱
山
耕

ル
イ
ケ
設
備

㈲
類
家
建
設

62 

― 

５
２
２
５

㈱
大
山
建
工

68 

― 

３
３
５
３

㈱
大
西
工
務
店

62 

― 

３
４
５
４

㈱
大
西
組

62 

― 

２
２
６
１

オ
ー
タ

62 

― 

５
０
３
３

㈱
大
久
保
建
設

62 

― 

５
０
７
６

62 

― 

２
５
４
３

62 

― 

２
０
６
６

67 

― 

２
２
２
２

68 

― 

２
２
８
９

68 

― 

３
１
１
１

62 

― 

２
２
４
０

61 
― 

１
１
０
０

62 
― 
２
１
７
１

68 

― 
３
０
０
０

62 

― 

３
０
７
１

61 

― 

０
２
８
２

62 

― 

４
４
９
８

62 

― 

５
１
０
１

68 

― 

２
３
３
４

68 

― 

２
２
３
１

八
戸
市

㈱
葵
工
業

青
葉
水
道
サ
ー
ビ
ス
㈲

㈲
赤
坂
シ
ス
テ
ム

ア
ク
ア
設
備
㈱

㈱
朝
日
設
備

㈲
栄
清
工
業

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

坂
本
建
設
工
業
㈱

㈱
三
久
工
業

㈲
三
貞
　
八
戸
支
店

㈲
城
下
住
設

㈲
信
和
住
設

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

㈲
創
水
舎

㈲
平
商
会
　
八
戸
支
店

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

㈲
日
建
設
備

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

㈲
日
計
設
備

㈲
北
桜
水
道
建
設

㈱
ホ
ー
ム
ク
リ
エ

㈱
壬
生
設
備

㈱
若
本
設
備
工
業

そ
の
他
の
市
町
村

青
水
工
業
㈱

石
亀
燃
料
㈱

㈲
漆
戸
工
務
店

㈱
上
坂
水
道
工
業

㈲
県
南
設
備
工
業

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

中
水
設
備
工
業
㈲

㈲
豊
水
興
業

東
復
建
設
㈱

桜
田
設
備
工
業
㈱

㈲
三
共
設
備
工
業

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

白
浜
水
道
㈱

㈲
田
中
水
道
工
業
所

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

十
和
田
水
道
設
備
㈱

㈲
西
舘
設
備
工
業

㈲
日
研
設
備

㈱
松
本
工
務
店

㈱
三
浦
設
備
工
業

㈱
宮
本
農
機

㈱
村
下
建
設
工
業

山
樹
産
業
㈱

㈲
吉
田
設
備

22 

― 

５
１
６
７

45 

― 

８
８
８
９

43 

― 

５
１
５
５

44 

― 

６
０
６
５

31 

― 

２
８
８
０

82 

― 

２
１
０
６

41 

― 

２
３
８
２

71 

― 

８
６
６
８

96 

― 

４
８
８
１

０
１
７ 

― 

７
４
１ 

― 

６
１
２
１

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

２
２
１
８

三
興
電
気
工
業
㈱

０
１
７
５ 

― 

64 

― 

６
８
３
１

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５ 

― 

52 

― 

２
３
７
５

78 

― 

３
１
３
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

１
２
０
５

０
１
７
６ 

― 

22 

― 

６
２
０
４

28 

― 

８
０
４
０

43 

― 

３
０
２
４

96 

― 

５
４
１
４

44 

― 

６
９
５
４

43 

― 

２
３
５
３

匠
住
設

73 

― 

８
５
３
５

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

３
８
８
９

小
坂
建
設
工
業
㈱

78 

― 

３
３
２
２

０
１
７
６ 

― 

56 

― 

５
３
０
７

０
１
７
９ 

― 

22 

― 

３
１
４
１

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

７
１
６
４

０
１
７
６ 
― 

53 

― 

５
９
５
３

０
１
７
６ 
― 
23 
― 

１
０
４
２

０
１
７
６ 

― 

23 
― 
０
０
０
２

０
１
７
６ 

― 

57 

― 

４
３
５
５

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

４
７
５
２

76 

― 

２
６
２
３

０
１
７
６ 

― 

23 

― 

５
３
９
８

75 

― 

１
０
２
４

78 

― 

３
３
１
１

０
１
７ 

― 

７
７
７ 

― 

９
３
３
３

０
１
７
６ 

― 

55 

― 

２
５
１
６

52 

― 

２
６
８
８

43 

― 

４
７
２
６

27 

― 

４
２
５
５

72 

― 

１
５
０
０

28 

― 

９
２
７
５

73 

― 

１
７
５
０

35 

― 

４
８
３
０

71 

― 

２
５
０
０

27 

― 

６
３
３
３

23 

― 

５
０
２
３

46 

― 

０
１
５
０

46 

― 

１
６
２
６

43 

― 

１
８
２
９

22 

― 

９
９
４
４

30 

― 

１
０
９
２

役場上下水道課

　
五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
19
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

　
供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
地
区

・
字
愛
宕
下
夕
、
字
古
街
道
長

　
根
、
字
愛
宕
後
、
字
観
音
堂

　
（
図
１
参
照
）

・
字
沢
、
字
下
大
町

　
　
　
　
　
　
　
（
図
２
参
照
）

・
字
下
中
崎
、
字
中
道
、
字
二
階

平
下
タ
、
字
鍜
冶
屋
窪
上
ミ
、

字
中
道
十
文
字
、
字
新
田
窪
、

字
竹
原
（
図
３
参
照
）

 

受
益
者
と
は

　
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

受
益
者
負
担
金
と
は

　
下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
だ
れ
も
が
利
用
で
き

る
も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と

い
う
限
ら
れ
た
地
域
の
方
し
か
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

　
下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
方
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

け
る
方
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　
負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な

く
、
土
地
の
面

積
１
㎡
当
た
り

４
０
０
円
を
乗

じ
て
算
出
し
ま

す
。
賦
課
は
そ

の
土
地
に
対
し

て
一
度
限
り
で

す
。
５
年
に
分

割
し
、
さ
ら
に

１
年
を
２
期
に

分
け
て
納
め
て

い
た
だ
き
ま

す
。

　
供
用
開
始
区

域
内
の
家
庭
・

事
業
所
な
ど
に

は
、
台
所
や
浴

室
、
洗
濯
な
ど

の
汚
水
を
直
接

公
共
下
水
道
へ

流
す
た
め
の
排

水
設
備
を
１
年
以
内
に
設
置
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
さ

ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以
内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指
定
し
た
「
指
定
工
事

店
」
で
な
け
れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
９
ペ
ー
ジ
の
指

定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

公共下水道・浄化槽で住みよい環境を ●

　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れ

の大きな原因になっています。町では、生活排水対策に積極的に参加し

てもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。
問　役場上下水道課　‡６２－２１１１　内線４５２～４５５

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

住

宅

延

べ

面

積

人
槽
区
分

補
助
上
限
額

１
３
０
㎡
未
満

５
人
槽
相
当

18
万
６
千
円

１
３
０
㎡
以
上

７
人
槽
相
当

21
万
９
千
円

台
所
お
よ
び
浴
室
が
２
か
所
以
上（
２
世
帯
）

10
人
槽
相
当

27
万
６
千
円

下
水
道
へ
の

接
続

五戸町下水道排水設備指定工事店一覧表

町立公民館

五百窪二階平

竹　原

新田窪

横　丁

天　満

下大町

二階平下夕

中道十文字

図１愛宕後
新　町

愛　宕

古街道長根

図２

図３
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自

衛

官

募

集

雇
用

土
地
・
家
屋
価
格
等
の

縦

覧

に

つ

い

て

税
金

国

保

だ

よ

り

国
保

五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

陸
上
競
技

バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ

ー

ル

野
　
　
球

ソ

フ

ト

テ

ニ

ス

サ
ッ
カ
ー

種
　
目

小
学
生
か
ら

一
般

小
学
生

中
学
生

小
学
生

中
学
生

小
学
生

中
学
生

女
性
全
般

中
学
生

女
性
全
般

幼
児（
年
長
）

小
学
生

対
　
象

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
13
日（
日
）

　
　
27
日（
日
）

４
月
12
日（
土
）

　
　
19
日（
土
）

　
　
26
日（
土
）

４
月
12
日（
土
）

　
　
26
日（
土
）

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
12
日（
土
）

　
　
19
日（
土
）

　
　
26
日（
土
）

期
　
日

午
前
９
時

　
〜
11
時

午
前
９
時

　
〜
11
時

午
後
１
時

　
〜
３
時

午
前
10
時

　
〜
正
午

時
　
間

倉
石
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

五
戸
ド
ー
ム

五
戸
ド
ー
ム

五
戸
ド
ー
ム

倉
石
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

倉
石
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

倉
石
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー

場
　
所

情報ステーション

●
募
集
種
目

　
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生

●
受
験
資
格

・
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

・
28
歳
未
満
の
大
学
院
修
士
（
技

術
幹
部
候
補
生
は
理
学
・
工
学

修
士
）
学
位
取
得
（
見
込
み
）
者

・
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
大
卒

　（
見
込
み
）
者

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　
　
５
月
12
日
（
月
）
ま
で

●
第
１
次
試
験
日

　
平
成
20
年
５
月
17
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
18
日
（
日
）

●
問
い
合
わ
せ
先

・
自
衛
隊
八
戸
地
域
事
務
所

　
℡
45 

│ 

１
９
２
０

・
自
衛
官
募
集
相
談
員

　
川
村
菊
之
蔵
℡
62 

│ 

２
７
９
１

　
中
川
原
良
治
℡
62 

│ 

４
３
０
１

　
小
泉
　
昌
明
℡
62 

│ 

５
４
９
１

　
橋
向
　
党
子
℡
77 

│ 

３
１
５
１

　
古
川
　
　
茂
℡
77 

│ 

３
１
７
０

　
川
h
　
孝
光
℡
68 

│ 

２
５
５
６

　
平
成
20
年
度
土
地
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
期
間
は
次
の

と
お
り
で
す
。

●
日
　
　
時

　
平
成
20
年
４
月
１
日
（
火
）
か
ら

　
５
月
30
日
（
金
）
ま
で
の
平
日

　
午
前
８
時
半
〜
午
後
４
時
半

●
縦
覧
で
き
る
方

・
納
税
義
務
者

・
納
税
管
理
者
（
印
鑑
が
必
要
）

・
代
理
人（
印
鑑
、
委
任
状
が
必
要
） 

●
縦
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
２
６
・
１
２
７

　
平
成
20
年
度
か
ら
、
国
民
健
康

保
険
で
支
給
し
て
い
る
葬
祭
費
と

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
が
変
更

に
な
り
ま
す
。

●
葬
祭
費
支
給
金
額

３
万
円
か
ら
５
万
円
に
（
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
適
用
）

●
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期

　
４
期
か
ら
８
期
に

・
今
ま
で
の
納
期

　
第
１
期
　
７
月
１
日
〜
31
日

　
第
２
期
　
９
月
１
日
〜
30
日

　
第
３
期
　
11
月
１
日
〜
30
日

　
第
４
期
　
１
月
１
日
〜
31
日

・
新
し
い
納
期

　
第
１
期
　
７
月
１
日
〜
31
日

　
第
２
期
　
８
月
１
日
〜
31
日

　
第
３
期
　
９
月
１
日
〜
30
日

　
第
４
期
　
10
月
１
日
〜
31
日

　
第
５
期
　
11
月
１
日
〜
30
日

　
第
６
期
　
12
月
１
日
〜
25
日

　
第
７
期
　
１
月
１
日
〜
31
日

　
第
８
期
　
２
月
１
日
〜
28
日

※
こ
れ
に
よ
り
、
１
期
ご
と
の
納

付
金
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

※
納
税
は
口
座
振
替（
自
動
払
い

込
み
）を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
国
保
全
般
に
つ
い
て
は

　
役
場
住
民
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１

　
内
線
１
１
５
〜
１
１
７

・
国
保
税
の
納
付
に
つ
い
て
は

　
役
場
税
務
課

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
１
２
５

　
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で

は
、
平
成
20
年
度
新
規
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
体
験
入
会

を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　
ク
ラ
ブ
事
務
局

　
7
五
戸
町
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社

　
℡
62 

│ 

２
３
０
１

　
　
62 

│ 

２
３
６
５

FAX
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年
金

ね
ん
き
ん
特
別
便
に
つ
い
て

福
祉

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
か
だ
る
会
」

を
利
用
し
ま
せ
ん
か
？

農
業

農

業

者

年

金

加
入
申
し
込
み
に
つ
い
て

暮
ら
し

Ｎ
Ｔ
Ｔ
発
行
の
電
話
帳
を

配
達
・
回
収
し
ま
す

水
田
経
営
所
得
安
定
対
策

４
月
か
ら
加
入
受
付

誤 正

情報ステーション

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
基
礎
年
金

番
号
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
約
５

千
万
件
の
記
録
に
つ
い
て
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
名
寄
せ
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
基
礎
年
金
番
号

と
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

が
出
て
き
た
方
に
平
成
20
年
３
月

ま
で
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
順

次
お
送
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
、
こ
う

し
た
方
以
外
の
す
べ
て
の
皆
様
方

に
も
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り

順
次
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
お

送
り
い
た
し
ま
す
。

○
年
金
受
給
者

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で

○
現
役
加
入
者

　
平
成
20
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で

●
住
所
・
名
字
が
変
わ
っ
た
方
は

速
や
か
に
届
け
出
を

　
現
在
の
住
所
と
お
届
け
い
た
だ

い
て
い
る
住
所
が
異
な
っ
て
い
る

と
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

を
お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。
住
所
の

変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
結
婚
な
ど
で
名
字
が
変

わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
方
で
氏
名
変

更
の
お
届
け
が
な
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る

過
去
の
年
金
記
録
を
探
す
た
め
に

も
届
け
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
八
戸
社
会
保
険
事
務
所

　
℡
44 

│ 

１
７
４
２
（
代
表
）

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

05 

│ 

１
１
６
５

・
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
（
ね
ん
き
ん
特
別
便
が
届
い

た
方
で
、
ご
質
問
・
お
問
い
合

わ
せ
が
あ
る
場
合
）

　
℡
０
５
７
０ 

│ 

０
５
８ 
│ 
５
５
５

　
人
の
心
は
、
人
で
な
く
て
は
い

や
さ
れ
な
い
と
い
う
部
分
が
非
常

に
大
き
く
、
楽
し
い
・
悲
し
い
・

つ
ら
い
な
ど
の
感
情
を
だ
れ
か
に

聴
い
て
も
ら
う
と
心
が
軽
く
な
り
、

元
気
や
勇
気
が
わ
い
て
き
ま
す
。

　
そ
の
お
手
伝
い
役
と
し
て
、
高

齢
者
の
お
宅
を
訪
問
し
、
高
齢
者

の
思
い
に
耳
を
傾
け
共
感
し
、
話
し

相
手
と
な
る
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
活
動
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

●
利
用
で
き
る
方

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方
（
な

か
な
か
外
に
出
る
の
が
お
っ
く

う
だ
、
と
い
う
方
に
お
勧
め
で

す
）

●
料
金
　
無
料

●
内
容

　
月
１
回
程
度
の
家
庭
訪
問

●
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
保
健
衛
生
課

　
℡
62 

│ 
７
９
５
８
（
直
通
）

　
新
し
い
農
業
者
年
金
は
、
自
分

の
年
金
を
自
分
で
積
み
立
て
受
け

取
る
方
式
に
変
わ
り
ま
し
た
。
加

入
者
・
受
給
者
の
数
に
左
右
さ
れ

に
く
い
方
式
で
す
。

　
加
入
で
き
る
方
は
次
の
①
〜
③

の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
20
歳
以
上
60
歳
未
満

●
問
い
合
わ
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
℡
62 

│ 

２
１
１
１
内
線
４
３
２

　
水
田
経
営
所
得
安
定
対
策
（
旧

名
称
＝
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対

策
）
の
加
入
手
続
き
が
４
月
１
日

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

●
対
象
農
業
者

地
域
水
田
ビ
ジ
ョ
ン
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
地
域
の
担
い
手

・
認
定
農
業
者
（
４
©
以
上
）

・
集
落
営
農
組
織
（
20
©
以
上
）

●
対
象
農
産
物

・
生
産
条
件
不
利
補
正
対
策

　
麦
、
大
豆

・
収
入
減
少
影
響
緩
和
対
策

　
米
、
麦
、
大
豆

●
受
付
期
間

　
平
成
20
年
４
月
１
日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
６
月
30
日（
月
）ま
で

※
平
成
20
年
か
ら
は
固
定
払
い（
旧

略
称
＝
緑
ゲ
タ
）
に
つ
い
て
も

同
時
に
受
け
付
け
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

・
青
森
農
政
事
務
所
地
域
第
二
課

　
℡
29 

│ 

２
１
１
３

・
青
森
農
政
事
務
所
八
戸
統
計
・

情
報
セ
ン
タ
ー

　
℡
27 

│ 

２
５
４
６

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で
は

４
月
中
に
順
次
、
新
し
い
電
話
帳

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
配
達
し
ま

す
。
そ
の
際
、
古
い
電
話
帳
は
配

達
員
へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｎ
Ｔ

Ｔ
で
は
、
回
収
し
た
古
電
話
帳
か

ら
新
し
い
電
話
帳
を
作
る
リ
サ
イ

ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
配
達
員
に
古
い
電
話
帳
を
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
、
後
日
改
め
て
伺

い
ま
す
の
で
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。（
配
達
す
る
電
話
帳
や
冊

数
の
変
更
も
左
記
へ
）

●
問
い
合
わ
せ
先

　
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

　
7
０
１
２
０ 

│ 

５
０
６ 

│ 

３
０
９

傾聴ボランティア「かだる会」

コ
ー
ル

サ
ー
ン
キ
ュ

お詫び
と訂正

先月発行の「広報五戸」２月号「役場窓口業務のご案内」に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
資産証明書手数料　　　筆数により300～500円　　筆数により300～600円
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町 の 人 口

（前月対比） 

　男　  ９，８５１人　（－１２）

　女　１０，６０２人　（±０）

総人口２０，４５３人　（－１２）

世帯数１６，９３９世帯（＋１）

平成20年３月１日現在

この広報紙は古紙を配合した紙を使用しています

石沢の蟹坂

手倉橋の北からの展望

■
人
材
育
成
基
金
と
し
て

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
柳
永
会
新
舞

踊
の
集
い
（
若
柳
竹
永
会
主
）

か
ら
10
万
円

№158

「
暮
ら
し
と
共
に
生
き
る
坂
―
今
と
昔
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蟹
坂
、
飴
屋
坂
」

【
石
沢
の
蟹
坂
】

　
上
大
町
の
狐
森
北
か
ら
倉
石
石

沢
の
四
百
メ
ー
ト
ル
下
方
ま
で
を

蟹
坂
と
呼
ぶ
。
「
昔
は
サ
ワ
ガ
ニ

が
い
た
こ
と
か
ら
付
い
た
ら
し

い
」
と
石
沢
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
だ

っ
た
故
赤
坂
孫
蔵
が
語
っ
て
い
た
。

　
こ
こ
に
は
藩
政
期
か
ら
明
治
に

か
け
て
、
家
は
一
軒
も
な
か
っ
た
。

　
大
正
二
年
三
月
三
十
一
日
夜
、

横
屋
の
馬
小
屋
か
ら
出
火
。
隣
の

円
重
庵
（
通
称
永
寿
庵
）
を
は
じ

め
、
下
方
の
民
家
二
十
七
軒
、
納

屋
五
棟
を
全
焼
。
損
害
一
万
五
千

三
百
円
と
い
う
巨
額
に
上
っ
た
。

　
翌
三
年
、
県
道
五
戸
―

戸
来
線

が
開
通
し
、
立
派
な
道
路
と
な
る
。

　
蟹
坂
は
昔
、
細
い
曲
折
の
山
道

だ
っ
た
。
戦
後
は
相
内
家
二
軒
、

土
嶺
家
一
軒
だ
け
だ
っ
た
が
現
在

は
三
十
二
軒
。
坂
の
中
腹
に
高
山

稲
荷
分
霊
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
旧
道
の
犬
橋
手
前
に
は
薬
師
森

が
あ
り
、
薬
師
様
が
住
民
を
守
っ

て
い
る
よ
う
に
も
み
え
た
。

　
蟹
沢
の
地
名
は
「
願
人
座
」
が

な
ま
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
い

う
古
老
の
説
。
願
人
と
は
、
人
に

代
わ
っ
て
願
掛
け
の
修
行
や
水
ご

り
な
ど
を
し
た
托
鉢
僧
の
こ
と
を

い
う
。
こ
の
沢
の
ど
こ
か
に
行
者

が
い
た
の
で
は
な
い
か
。
蟹
沢
の

地
名
は
県
内
に
十
か
所
あ
る
。

　
別
当
や
山
伏
が
住
ん
だ
場
所
と

解
釈
し
て
い
る
人
も
い
る
。「
座
」

と
は
座
っ
て
い
る
場
所
、
住
居
と

訳
し
て
い
る
。
石
沢
の
場
合
、
蟹

沢
付
近
を
調
べ
た
が
神
社
ら
し
い

も
の
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

【
手
倉
橋
の
飴
屋
坂
】

　
手
倉
橋
の
左
側
の
嶺
は
旧
奥
州

街
道
、
南
側
は
薬
師
様
（
現
少
名

彦
神
社
）
に
行
く
山
道
、
そ
の
中

間
を
通
り
抜
け
る
道
路
を
飴
屋
坂

と
呼
ぶ
。

　
大
正
十
五
年
十

一
月
十
五
日
、
手

倉
橋
ト
ン
ネ
ル
の

落
成
式
が
手
倉
橋

小
学
校
で
開
催
さ

れ
た
。
凶
作
救
済

事
業
と
し
て
、
明

治
十
八
年
か
ら
四

十
年
間
か
け
て
工

事
し
た
も
の
で
、

そ
れ
以
前
は
た
て

穴
だ
っ
た
。

　
戸
賀
沢
友
八
は

死
亡
直
前
に
「
戸
賀
沢
松
太
郎
の

先
祖
が
集
落
外
れ
に
住
み
、
飴
屋

を
営
ん
で
い
た
。
明
治
大
正
は
お

菓
子
の
代
わ
り
に
、
麦
や
モ
ミ
の

も
や
し
で
作
る
飴
が
好
物
だ
っ
た
。

こ
の
飴
を
作
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
屋

号
が
つ
き
、
明
治
に
道
路
の
名
に

な
っ
た
ら
し
い
」
と
い
う
。

　
薬
師
様
の
参
道
を
登
ら
ず
随
道

を
越
え
る
と
、
南
部
町
に
至
る
。

国
道
四
号
以
前
は
台
形
の
丸
太
が

百
二
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
組
ま
れ

て
い
た
。
冬
は
ト
ン
ネ
ル
に
つ
ら

ら
が
で
き
て
危
険
だ
っ
た
。
古
い

炭
坑
形
式
か
ら
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

式
に
な
っ
た
の
は
八
十
年
前
の
こ

と
。
三
戸
出
身
の
田
嶋
三
太
郎
県

議
が
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
出
口

に
記
念
碑
を
建
立

し
て
い
る
。

　
飴
屋
坂
の
舗
装

は
十
三
年
前
。
そ

し
て
剣
吉
回
り
の

国
道
が
で
き
て
、

こ
の
坂
は
県
道
と

な
り
静
か
な
山
道

に
変
わ
っ
た
。

　
数
百
年
前
か
ら

こ
の
坂
は
薬
師
様

参
り
で
賑
わ
っ
た

ら
し
い
が
、
新
資

料
未
発
見
の
た
め
今
後
の
調
査
を

待
ち
た
い
。

　
享
和
三
年
の
仮
名
付
帳
は
手
倉

橋
の
家
数
九
十
七
軒
、
寛
政
の
邦

内
郷
村
志
は
百
軒
。
「
新
撰
陸
奥

国
誌
」
は
手
倉
橋
三
十
九
軒
、
野

沢
川
の
南
は
川
向
（
十
九
軒
）
と

呼
ぶ
。
支
村
は
堂
ケ
前
六
軒
、
柳

雫
二
軒
、
荷
軽
井
三
十
八
軒
。
手

倉
橋
は
上
構
・
下
構
、
上
館
・
下

館
、
谷
地
の
三
区
に
分
か
れ
て
い

る
。

　
浅
水
方
面
の
古
老
が
、
谷
間
の

崖
を
切
り
崩
し
て
作
っ
た
道
路
を

「
堀
合
坂
」
と
語
っ
た
の
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
五
戸
町
文
化
財
審
議
委
員
長

三
　
浦
　
榮
　
一

す
く
な

か
み
か
ま
え

ひ
こ

か
に

あ
め
や



※日程は変更になることがあります。広報・回覧等をよくごらんください。

３期 ４期

３期５期４期

4

8

5

6

7

9

10

11

12

1日
はつうま

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４/１～５/30    役場税務課

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間�                     

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）�                     

消費者被害防止月間�                      

水防月間

１

２

３

４

５

６

７

８

９

月

火

水

月

火

水

木

金

土

木

金

木

金

土

日

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
５月

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　 8:30～　ひばり野公園

● 五戸春まつり
　  11:00～15:00　小渡平公園
　（雨天：翌日に順延）

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館
　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　8:30～　倉石スポーツセンター

　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸町商工会長杯グラウンド・ゴルフ大会 　9:00～　小渡平公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　 8:30～　ひばり野公園

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年６・７月生） 12：30～12：50受付 総合病院

13：30～15：00 　  〃　   視聴覚室● エコ科学教室

● お話会 10：00～11：00 町図書館児童コーナー

母の日

高齢者交通安全の日

振替休日

こどもの日

みどりの日

憲法記念日

県民交通安全の日

　 ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ３か月児健康審査（20年1月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

２
０
０
８
「
こ

ど

も

の

読

書

週

間

」

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館
倉石地区巡回● 狂犬病予防注射

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

年　間　行　事　予　定保存版
月 日 行事名 場　所
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自
動
車
税

固
定
資
産
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町

県

民
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国

民
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税
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護
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下
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事
業
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益
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担
金

納　　期

全期 １期

２期 １期

１期

１期１期

２期

２期

３期 ３期 ２期

19日

14・15日

〃

7・8・14日

27日

26日～5月5日

中旬

未定

2・3日（予定）

5日

12・13日

12日

1～3日

1～3日

未定

3日

5日

11日（予定）

18日

未定

7日

28日（予定）

26日

29～31日

五戸ごみ０運動 町内全域

三戸郡総合体育大会 主会場：田子町

町民登山

柏レイソルサッカー教室

ごのへ夏まつり

未定

徳武定祐少年野球教室 ひばり野公園

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

下旬 町民歩こう会 未定

五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

新春マラソン大会 ひばり野公園

五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

五戸町成人式 町立公民館

フットベース交流大会 五戸ドーム

1月～3月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

町長と地域住民との懇話会 町内各地域

未定 五戸町スキー教室 八幡平リゾートパノラマスキー場ほか

青森県民駅伝競走大会 青森市

町民運動会 ひばり野公園

五戸町戦没者追悼式 町立公民館

　　　〃　　　（ミニバスケットボール） 三戸町

ひばり野公園

青森県スポーツ少年団フェスティバル
三戸郡予選大会（軟式野球） 三戸町

ひばり野公園

2・3日・
9月10日 青森県民体育大会 主会場：十和田市

五戸まつり 中心街

30日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

五戸町消防団初午 五戸小学校ほか

町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

五戸地区消防団連合観閲式 五戸小学校ほか

春季スポーツまつり ひばり野公園ほか

3

2

1 ７期 ４期

４期 ６期

８期

２期



● お話会

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

日 記念日等

家庭の日

昭和の日

行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４/１～５/30　　 役場税務課

平成20年度資産証明書発行開始　　　　４/１～    　　　　役場税務課・各支所

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間（～５月）

未成年者飲酒防止強調月間

河川美化月間

１

２

３

４

５

６

７

８

火

木

水

金

土

日

日

月

火

木

水

月

火

水

金

土

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111

17

18

19

20

21

22

23

24

木

金

土

日

25

26

27

28

月

月

30

土

日

火

木

29

金

水

火

水

記念日等日 行　　事　　等

● 五戸ごみ０運動 ６：30～ 町内全域

８：00観閲 警察署通りほか

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  五戸地方親善ゲートボール大会　　　8:30～　五戸ドーム
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　　8:30～　ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● 五戸地区消防団連合観閲式�

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

４４

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

総合病院● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付

総合病院● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付

総合病院● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

10：00～12：00

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

町立公民館

● 献血

町立公民館

● 狂犬病予防注射 上市川地区巡回

　 ３か月児健康診査（19年12月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 行政・人権相談

　 ６か月児健康相談（19年９月生）

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

町立公民館

高齢者交通安全の日

交通死亡事故

ゼロを目指す日

世界保健デー

県民交通安全の日

● ３歳児健康診査（16年12月～17年１月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

10：00～12：00 町立公民館　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

４月１１日（金）�      
■ 9：30～11：30
　 JAしんせい五戸本所
■ 13：00～14：10
　 やまばと寮
■ 14：50～16：00
　 東北三吉工業㈱

春の火災予防運動
4/14～4 /20

春の全国交通安全運動
4/7～4 /15

締めたかな 後ろの席も シートベルト
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春
の
火
災
予
防
運
動

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

豊間内・浅田地区巡回● 狂犬病予防注射

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

運
動
の
重
点

火は見てる あなたが離れる その時を
　火災はチョット
した不注意から発
生します。一人ひ
とりが関心を持ち、
火災のない町にし
ましょう。

火災･救急･救助は 119

緊急通報FAX　22-0119

火 災 情 報　22-2111

春
の
火
災
予
防
運
動

２
０
０
８
「
こ

ど

も

の

読

書

週

間
」

上記参照

なし

● としょかんまつり
　  10:00～16:00　
　  町図書館エントランスホール

● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　　8:30～　ひばり野公園
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　　8:30～　ひばり野公園



● お話会

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）

日 記念日等

家庭の日

昭和の日

行　　事　　等

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４/１～５/30　　 役場税務課

平成20年度資産証明書発行開始　　　　４/１～    　　　　役場税務課・各支所

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間（～５月）

未成年者飲酒防止強調月間

河川美化月間

１

２

３

４

５

６

７

８

火
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水

金
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日

日

月
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月

火

水

金

土

９
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１１

１２

１３

１４

１５

１６

２００８年

平成２０年
月月

月　間　メ　モ

このカレンダーは広報紙から外してご利用いただけます。

行事についての問い合わせ先　五戸町役場262－2111
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月

30
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火
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29
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水
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水

記念日等日 行　　事　　等

● 五戸ごみ０運動 ６：30～ 町内全域

８：00観閲 警察署通りほか

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  五戸地方親善ゲートボール大会　　　8:30～　五戸ドーム
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　　8:30～　ひばり野公園（雨天：29日に順延）

● 五戸地区消防団連合観閲式�

● 狂犬病予防注射 倉石地区巡回

４４

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

総合病院● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付

総合病院● ポリオ予防接種 12：20～12：50受付

総合病院● ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付

14：00～15：00 町図書館児童コーナー

10：00～12：00

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

町立公民館

● 献血

町立公民館

● 狂犬病予防注射 上市川地区巡回

　 ３か月児健康診査（19年12月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 行政・人権相談

　 ６か月児健康相談（19年９月生）

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター

12：30～12：50受付 旧地域保健センター

町立公民館

高齢者交通安全の日

交通死亡事故

ゼロを目指す日

世界保健デー

県民交通安全の日

● ３歳児健康診査（16年12月～17年１月生）12：30～12：50受付 旧地域保健センター

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

● 麻しん・風しん混合予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

13：30～16：00 町立公民館● 行政相談

● 狂犬病予防注射 五戸地区巡回

10：00～12：00 町立公民館　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）

● 狂犬病予防注射 切谷内・蛯川地区巡回

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

４月１１日（金）�     
■ 9：30～11：30
　 JAしんせい五戸本所
■ 13：00～14：10
　 やまばと寮
■ 14：50～16：00
　 東北三吉工業㈱

春の火災予防運動
4/14～4 /20

春の全国交通安全運動
4/7～4 /15

締めたかな 後ろの席も シートベルト
  １  子どもと高齢者の交通事故防止
  ２  すべての座席のシートベルトと
　　チャイルドシートの正しい着用の徹底
  ３  自転車の安全利用の推進
  ４  飲酒運転の根絶

春

の

全

国

交

通

安

全

運

動

春
の
火
災
予
防
運
動

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム）10：00～12：00

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）10：00～12：00 町立公民館

● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

豊間内・浅田地区巡回● 狂犬病予防注射

献血
ご協力ください！！ 「ブラット君」

運
動
の
重
点

火は見てる あなたが離れる その時を
　火災はチョット
した不注意から発
生します。一人ひ
とりが関心を持ち、
火災のない町にし
ましょう。

火災･救急･救助は 119

緊急通報FAX　22-0119

火災情報　22-2111

春
の
火
災
予
防
運
動

２
０
０
８
「
こ

ど

も

の

読

書

週

間
」

上記参照

なし

● としょかんまつり
　  10:00～16:00　
　  町図書館エントランスホール

● 春季スポーツまつり
　  五戸地方中学校ソフトテニス大会　　8:30～　ひばり野公園
　  三戸郡中学校春季野球選手権大会　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方子どもサッカー大会　　　　8:30～　ひばり野公園



※日程は変更になることがあります。広報・回覧等をよくごらんください。

３期 ４期

３期５期４期

4

8

5

6

7

9

10

11

12

1日

未定

はつうま

日 記念日等 行　　事　　等

月　間　メ　モ

土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間　４/１～５/30    役場税務課

シートベルト・チャイルドシート着用強調月間�                     

不正大麻・けし撲滅運動（～６月）�                     

消費者被害防止月間�                      

水防月間

１

２

３

４

５

６

７

８

９

月

火

水

月

火

水

木

金

土

木

金

木

金

土

日

日

１５

１６

１０

１１

１２

１３

１４

２００８年

平成２０年
５月

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　 8:30～　ひばり野公園

● 五戸春まつり
　  11:00～15:00　小渡平公園
　（雨天：翌日に順延）

● 春季スポーツまつり（～５月５日）
　  五戸地方卓球大会　　　　　　　　　8:30～　五戸中学校体育館
　  三戸郡下中学校ソフトテニス大会　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸地方ミニバスケットボール大会　8:30～　倉石スポーツセンター

　  五戸うまっこマラソン大会　　　　　8:30～　ひばり野公園
　  五戸町商工会長杯グラウンド・ゴルフ大会 　9:00～　小渡平公園
　  マツオスポーツ杯中学校サッカー大会　 8:30～　ひばり野公園

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：00～15：00 役場保健衛生課● みんなの保健室（健康相談）

　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場） 10：00～12：00 町立公民館

13：30～16：00 倉石コミュニティセンター● 行政相談

　 10か月児健康相談（19年６・７月生） 12：30～12：50受付 総合病院

13：30～15：00 　  〃　   視聴覚室● エコ科学教室

● お話会 10：00～11：00 町図書館児童コーナー

母の日

高齢者交通安全の日

振替休日

こどもの日

みどりの日

憲法記念日

県民交通安全の日

　 ポリオ予防接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ＢＣＧ接種 12：20～12：50受付 総合病院

　 ３か月児健康審査（20年1月生） 12：30～12：50受付 旧地域保健センター

２
０
０
８
「
こ
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　 Hot Center あ･そ･ぼ（ちびっこ広場）
● みんなの保健室（健康相談） 13：00～15：00 役場保健衛生課

10：00～12：00 町立公民館
倉石地区巡回● 狂犬病予防注射

　 Hot Center あ･そ･ぼ（あそぼタイム） 10：00～12：00 町立公民館

● 三種混合　　　　　　予防接種ジ フ テ リ ア�
百日咳・破傷風 12：20～12：50受付 総合病院
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全期 １期

２期 １期
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２期
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19日

14・15日

〃

7・8・14日

27日

26日～5月5日

中旬

未定

2・3日（予定）

5日

12・13日

12日

1～3日

1～3日

未定

3日

5日

11日（予定）

18日

未定

7日

28日（予定）

26日

29～31日

五戸ごみ０運動 町内全域

三戸郡総合体育大会 主会場：田子町

町民登山

柏レイソルサッカー教室

ごのへ夏まつり

未定

徳武定祐少年野球教室 ひばり野公園

夢の森収穫感謝祭＆倉石牛肉まつり 小渡平公園

町民ソフトテニス大会 ひばり野公園

下旬 町民歩こう会 未定

五戸町産業と文化まつり 五戸ドームほか

五戸地方農産物品評会 五戸ドーム

新春マラソン大会 ひばり野公園

五戸町表彰式・年賀交換会 町立公民館

五戸町成人式 町立公民館

フットベース交流大会 五戸ドーム

1月～3月 町長杯ソフトボール大会 五戸ドーム

町長と地域住民との懇話会 町内各地域

未定 五戸町スキー教室 八幡平リゾートパノラマスキー場ほか

青森県民駅伝競走大会 青森市

町民運動会 ひばり野公園

五戸町戦没者追悼式 町立公民館

　　　〃　　　（ミニバスケットボール） 三戸町

ひばり野公園

青森県スポーツ少年団フェスティバル
三戸郡予選大会（軟式野球） 三戸町

ひばり野公園

2・3日・
9月10日 青森県民体育大会 主会場：十和田市

五戸まつり 中心街

30日 五戸地方小・中学校親善相撲大会 五戸小学校相撲場

五戸町消防団初午 五戸小学校ほか

町長杯ソフトバレーボール大会 倉石スポーツセンター

五戸地区消防団連合観閲式 五戸小学校ほか

春季スポーツまつり ひばり野公園ほか
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